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はじめに

　昨今、若者の地元志向が強まっていると
いう。背景として、経済的な理由があげら
れる一方で、「地域の役に立ちたい」とい
う積極的な理由もある１）。
　若者を含め、地域への関心が高まる中
で、協同組合や協同労働がメディアに取
り上げられる機会も増えてきた。2013 年
２月には、NHKがクローズアップ現代に
て「働くみんなが " 経営者 " ～雇用難の社
会を変えられるか～」と題して、スペイン
のモンドラゴン協同組合や日本における協
同労働の実態を取り上げた。また、日本の
協同労働を題材としたドキュメンタリー映
画「ワーカーズ」が 2012 年に制作・公開
され、海外ではモンドラゴン協同組合のド
キュメンタリー映画やイタリアの元精神病
患者たちの協同組合を題材とした映画など
が製作・公開されている。グローバル化の
なかで、そうした流れに積極的に対応した
組織や働き方が称賛されているが、地域に
根差した組織や働き方が、逆説的にではあ
るが注目を集めているのかもしれない。
　こうした協同労働については、生活協同
組合も様々な形で取り組んできた歴史を
持っている。今号の「くらしと協同をたず
ねて」では、生協が取り組む協同労働の事
例として、福岡県のグリーンコープ共同体
生活協同組合ふくおかと企業組合ワーカー

ズ遊を取り上げ、現代において協同労働の
持つ意味や今後の課題を考えてみたい。

１. 協同労働とは何か？

　ここまで協同労働という言葉を使ってき
たが、そもそもこの言葉が意味するところ
は何なのだろうか。端的に言えば、「働く
人たちが、自分たちで出資して、経営も自
分たちで行う」ことである。雇用―被雇用
関係ではなく、働く人たち自身が経営者に
なるのが協同労働である。
　ヨーロッパでは産業革命以降、労働者自
身が出資して、自ら経営者となる協同労働
の考え方が広く普及している。
　日本において協同労働の主な担い手と
なっているのが、協同労働の協同組合（労
働協同組合）であるワーカーズ・コレクティ
ブとワーカーズ・コープである。前者は、
生協運動に携わっていた専業主婦の運動を
主なルーツとしており、後者は職を失った
労働者が働く場を自分たちで作ろうという
「労働者協同組合」が主なルーツである。
日本で協同労働が本格的な広がりを見せた
のは 1980 年代からだが、今ではワーカー
ズ・コープが約１万２千人、ワーカーズ・
コレクティブが約１万７千人を数える規模
にまで成長している。その他の団体も含め
ると、全国で約 10 万人が協同労働の理念
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の下で働いていると言われる２）。
　日本で協同労働が語られ始めた 1980 年
代から、グリーンコープは一貫して協同労
働の運動を進めてきた。今回は、グリーン
コープ生協ふくおかの東原晃一郎氏と、同
生協から店舗事業を委託されている企業組
合ワーカーズ遊の峰知子氏、吉田真弓氏、
米村多香子氏に、それぞれの沿革、今後の
展望、意義や現在の悩みを語って頂いた。

２. グリーンコープ生協ふくおか
 　とワーカーズ遊の沿革

（１）グリーンコープ生協ふくおかとグリー
　　ンコープ共同体の沿革
　グリーンコープ生協ふくおかは、1960
年代末に設立された石けん派と呼ばれる生
協が母体となった生協である。石けん派生
協は、大学生協などから支援を受けつつ拡
大を続け、福岡県内では 14 生協にまで拡
大した。一方で、福岡県ではエフコープが
近代化を遂げつつあったこともあり、石
けん派としての成長や理念を追求すべく、
1985 年に全県での石けん派生協の連帯を
準備する会が立ち上げられた。1988 年に
は、九州・中国地方の石けん派生協がグ
リーンコープ連合を設立して、カタログ・
物流・電算の統一による効率化を進めた。
その後、福岡県の連合体であるグリーン
コープふくおか連合が 1994 年に設立され
た。グリーンコープふくおか連合では、将
来の合併を視野に入れて、商品や組合員活
動をどうするのかといった議論が行われ
た。2001 年には、グリーンコープ生協（福
岡）とグリーンコープ生協北九州が先んじ
て合併し、残った各地の生協がその後合流
していった。こうして準備会の立ち上げか
ら 20 年余りをかけて、2005 年にグリーン

コープ生協ふくおかは誕生した。現在では、
組合員数は 16 万７千人、共同購入の事業
高 233 億円、社会福祉事業高 13 億円、総
事業高 246 億円の生協になっている。
　グリーンコープ生協ふくおかは、グリー
ンコープ共同体にも参加している。先に述
べたグリーンコープ連合と会員生協自身が
基になって、2007 年に設立された連合会
がグリーンコープ共同体である。
　もともとグリーンコープ連合は、「自然
と人」「南と北」「女と男」「人と人」の「４
つの共生」を理念として掲げ、単協主権の
考えの下、可能な限り単協の創意工夫や独
自性を活かした活動を展開しようとしてき
た。しかし、合理化が求められる中で、実
施的には連合と単協の垂直的な関係が形成
されてしまう面も否めないことではあっ
た。こうした実態をも越えていこうと、改
めて連合と単協とが水平的な関係となっ
て、単協の独自性と連合の強みを生かすべ
く、連合も一会員として参加するグリーン
コープ共同体が結成されたのである。グ
リーンコープ共同体には、大阪から鹿児島
まで各地の 14 生協が参加しており、長期
的には広域合併も視野に入れて内実の統一
や運営方法の模索を続けている。

（２）グリーンコープとワーカーズ・コレ
　　クティブの関わり
　生協ふくおかを含め、グリーンコープは
設立当時から組合員が実働に参加すること
を重視しており、協同労働（ワーカーズ）
運動とは密接なつながりを持ってきた。福
祉分野などで組合員がワーカーズ・コレク
ティブを結成したのをきっかけに、ワー
カーズ運動を媒介にしながら、消費に留ま
らないくらし全てに関わる事業・活動に乗
り出していった。今日では、グリーンコー
プがワーカーズに委託している業務内容
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は、福祉・子育て・配食・配送・店舗・コミュ
ニケーション・生活再生相談・食育・品質
管理・商品問い合わせ窓口・カタログ編集・
キープ＆ショップ（地域の宅配取り置き拠
点＋若干のショップ機能）と、多岐に渡る。
グリーンコープにとって、ワーカーズはそ
の発展において欠かすことの出来ない存在
であった。
　ここからは、店舗を担うワーカーズに焦
点を当てよう。現在、生協ふくおかから店
舗業務の委託を受けているのは、企業組合
ワーカーズ遊である。昔から生協ふくおか
は、店舗の大多数をワーカーズに委託して
おり、各地域や店舗に店舗ワーカーズが複
数存在していた。ワーカーズ遊は、こうし
た県内各地域８つの店舗ワーカーズが合併
して、2008 年に設立されたワーカーズで
ある（設立当初の名称は店舗ワーカーズ・
コレクティブふくおか）。2014 年時点で、
ワーカーズ 350 人と約 50 人のアルバイト
で、福岡県内の生協ふくおかの 20 店舗を
自分たちで運営している。発注から品出し、
販促まで基本的な業務は、全てワーカーズ
自身によって担われている。生協ふくおか
の店舗事業部は職員６名体制で、主に法務
関係やマスコミ対応、深夜・早朝の対応と
いった職員にしか出来ない業務を担当して
いる。必要に応じて店舗の支援も行ってい
るが、ワーカーズ自らによる店舗運営を原
則としている。なお、今後さらに職員比率
を引き下げて、ワーカーズに委託する業
務の内容を広げたいという。2013 年には、
ワーカーズ遊に本部が出来たこともあり、
これまで行っていた店舗指導をワーカーズ
本部へと移譲する準備が進められている。

３. ワーカーズによる店舗運営

（１）ワーカーズによる店舗運営の楽しさ
　　と難しさ
　生協ふくおかは、組合員の実働への参加
という理念の体現を目指して、多くの分野
でワーカーズに事業を委託している。しか
し、そうした取り組みには、独特の楽しさ
と難しさがある。
　峰氏は、子育てワーカーズに関わった経
験を持ち、活動を通じて「自分たちで話し
合って、一つひとつ決めながら、事業を進
めていくこと」が楽しかったと振り返る。
その後、自宅の近くに新しい店舗ができる
ことをきっかけに、その店舗のワーカーズ
をいちから立ち上げた。当初から 40 名程
度のワーカーズが組織され、店舗に関わる
事柄一つひとつについて、丁寧に議論しな
がら運営していた。子育てワーカーズ同様、
こうした「みんなで議論しながら事業を進
めていくこと」が本当に楽しかったという。
「今でこそ笑い話ですけど、ワーカーズ設
立３カ月で、『このままだとワーカーズの
経営が破綻するよ』って気づいて。そこか
らみんなでどうしようどうしようって議論
できたのがとてもよかった」と峰氏は当時
を振り返る。
　吉田氏は生協運動に取り組む中で、新し
い活動に挑戦してみたくなったのが、ワー
カーズに取り組んだきっかけだという。店
舗ワーカーズに入ったのは、近くに店舗が
出来たからであり、ある意味偶然ではあっ
たが、「組合員さんと近い距離で仕事がで
きるのは楽しい」と、店舗ワーカーズの楽
しさを語ってくれた。米村氏は元々店舗の
パートタイマーだったが、誘われてワー
カーズに転換したケースである。理由や経
緯は様々だが、ワーカーズの活動に他には
ない魅力を感じている点は共通していた。
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こうした店舗ワーカーズの拡大には、ワー
カー自身の主体性とともに、グリーンコー
プ生協も大きく寄与してきた。グリーン
コープには組合員事務局という組合員によ
る常勤の組織があり、ここがグリーンコー
プの事業と組合員との橋渡しを担ってい
る。組合員事務局の多くは、グリーンコー
プの理事経験者などであり、自分たちの経
験を踏まえながらワーカーズの活性化に取
り組んでいるという。
　加えて、積極的な新店開店を進めた点も
重要である。上記の表は生協ふくおかの店
舗の一覧である。90 年代に 11 店舗、2000
年代に７店と、90 年代以降一貫して積極
的に出店を進めている様子が確認できる。
決して経営的に潤沢な状況にはなかった
が、商品をより多くの組合員に届けるため
にも、また就労の機会を作るためにも積極
的に出店を進めてきたそうだ。
　各種ワーカーズの経験や生協ふくおかの

積極的な支援もあり、店舗ワーカーズは順
調に成長を遂げてきた。しかしながら、そ
うした中で実に多くの苦労があったとい
う。たとえば、各地域や各店のワーカーズ
は店舗の運営に関わる全業務を自分たちだ
けで行っている。そのため、とくに開店当
初において多くの失敗を重ねることになっ
た。峰氏は「発注も自分たちでしますが、
時折ミスがありました。商品がたくさん来
ればあたふたするし、品切れしそうな商品
があれば、その前に立って、商品が出来る
だけ見えないように隠したりとか（笑）。
本当、最初は大変でした」と振り返る。
　実際、失敗が重なったこともあり、経営
的には非常に厳しい事態になってしまっ
た。久留米南町店はワーカーズで店舗が運
営できるかどうかの試金石として位置付け
られた重要店舗だったが、最初の２年は赤
字であった。このままでは存続も厳しいと
いう事態に直面して、生協とワーカーズの
双方が真剣に現状に向かい合うことになっ
た。とくにワーカーズでは、生協のお店を
預かるのではなく、自分たちのお店として
捉えて、改善を進めることが決められた。
具体的には、シフトや時給を変更すること
で、店舗が運営できる金額まで委託料を引
き下げることにしたのである。取り組みの
成果もあり、３年目には黒字に転換したが、
「いざとなったら、家を売らなきゃって考
えましたよ」と当時の強い危機感を吉田氏
は語ってくれた。
　議論が出来ることがワーカーズの楽しさ
だと言われるが、反面議論をすることの難
しさもあるという。ワーカーズ遊は複数
のワーカーズが合併したワーカーズであ
る。地域や店舗と密接にかかわるワーカー
ズは、習慣や組織風土が大きく異なってお
り、合併にあたっては、そうした違いを認
め、すり合わせるために、実に１年６カ月
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を費やした。多くの部分は納得されたが、
それでも意見の相違は今でも残っており、
共有化できていない部分もあるという。ま
た、数人規模のワーカーズと異なり、店舗
は数十人規模の組織になる。365 日可能な
限りオープンしておく必要もあり、議論の
ために集まるだけでも一苦労だという。だ
が、そうした苦労を何とか乗り越えて、ワー
カーズを発展させていきたいと皆さんは声
を揃えて語ってくれた。

（２）実際の店舗の様子
　ここで、ワーカーズが運営されている実
際の店舗の様子を紹介しよう。今回訪れた
のは、福岡市中心部から車で 30 分程度の
位置に存在する姪浜めいのはま店である。
売場面積は 70 坪程度、生協ふくおかでは
小型店として位置付けている。ただし、小
型店とは言うが、生協ふくおかの店舗はこ
れよりも小さいところが基本のため、売上
高は他店舗に比べて大きい。筆者が訪れた
のは平日の 16 時頃であるが、ちょうどタ
イムセール（４時の市）の時間帯というこ
ともあって、多くの組合員が訪れていた。
　品揃えは、ほぼグリーンコープのアイテ
ムで統一されており、生鮮なども含めて
3400 点が並ぶ。店内にはワーカーが作っ
た POP が配置され、小規模ではあるが活

気を呈している様子が伺えた。
　また、セール時間帯ということもあった
が、店頭に多くのワーカーが出ていること
が目を引いた。当日は、10 名以上が店頭
に出ており、組合員さんとの世間話、ある
いはレシピや試食の提案をしながら、元気
よく接客をしていた。店長さんに話を伺っ
たところ、組合員さんと気軽に交流できる
のがワーカーズ運営の強みなので、可能な
限り多くのワーカーが店頭に出るようにし
ているという。挨拶も「いらっしゃいませ」
ではなく、「こんにちは」と呼びかけており、
お客様と従業員の関係にならないように工
夫しているという。こうした取り組みを通
じて、さらにリピートしてもらえる店にし
ていくことが目標だそうだ。

４. ワーカーズ運動の展望

　店舗ワーカーズ独特の難しさとともに、
ワーカーズ運動における課題も存在する。
ひとつは、ワーカーズ運動の世代交代であ
る。ワーカーズは「自分たちの働く場所を
自分たちで出資して自分たちで経営する」
運動であり、自分たちの労働環境を自分た
ちで整える必要がある。ワーカーズ遊では、
社会保険に加入するなど、社会保障の整備

店内の POP

姪浜店の店内
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を進めているが、それでも「ずっとここで
働いてほしい」と言い難い状況にあるそう
だ。とくに、一人暮らしの人や若い世代が
安心して働ける環境にまだ到達できていな
いため、今後よりいっそうの充実を図って
いくとのことである。ただし、新しく運動
に関わる人がいないわけではない。組合員
活動から、あるいは収入を得る手段として
ワーカーズに参加したいという人たちが継
続的に出てきている。環境を整えながら、
こうした人たちを育てて、ワーカーズの再
生産を図っていくことが今後の重要な課題
である。
　また、生協側にとっては不採算店舗をど
うするか、という問題が存在する。かつて
は、多少の失敗を供するおおらかさを持て
たが、昨今の厳しい経済環境の中で、そう
した余裕は失われつつある。実際、多くの
店舗で赤字の状況が続いており、早急に事
態の打開を図る必要があるという。その際、
店舗は地域の組合員にとっての拠り所であ
り、出来る限り店舗の灯を消したくないと
いうことで、赤字店舗の経営再建をワー
カーズと一体になって取り組んでいる。具
体的には、一店舗ずつではあるが、担当の
ワーカーズと協議をして、ワーカーの働き
方を変えてもらう、あるいは組合員訪問を
して利用の拡大を図る、といった地道な活
動に取り組んでいるという。これまで２店
舗の経営改善に取り組み、共に単年度赤字
の解消に成功している。引き続き、各店舗
の経営改善への取り組みを進めるととも
に、配食や取り置きの拠点に店舗の役割を
変更するなどの工夫についても検討してい
きたいという。

おわりに
～組合員と私たちのお店へ

　グリーンコープ生協ふくおかとワーカー
ズは、店舗に限らず、多くの分野で共に成
長してきた。店舗では、ワーカーズによる
運営の持つ独特のむずかしさを抱えつつ
も、他方でワーカーズ独自の強みを生かす
方法を模索している。東原氏は、生協の経
営責任が厳しく問われる時代になっている
が、それでもワーカーズの「自分たちのお店」
という感覚を大切にする必要があるという。
どのお店も「私たち」の職場であり、「組
合員」のものであり、そうした思いを大切
に育てていきたいと願う、店舗ワーカーズ
の活動が今後も続いていくことを期待した
い。

　　
１）2012 年５月 28 日付日経電子版「知名度より仕事
内容　就職、地元志向に拍車」。

２）2012 年 10 月 31 日付日経電子版「仲間全員が "
社員で社長 " 広がる「協同労働」」。

ワーカーズ遊の峰さん、吉田さん、米村さん


